
 

 

 

 

 

 

 

発行 2018 年 6 月 1 日 

スリーエムジャパン株式会社 

コマーシャルグラフィックス事業部 

 

3MTM スコッチカル TM グラフィックフィルム FGS-Ⅰの印刷およびラミネート加工方法 

 

定義 

この Instruction Bulletin は 3MTM スコッチカル TM グラフィックフィルム FGS-Ⅰの印刷、およびラミネート加工方法に関

し説明するものです。 

 

重要な注意事項 

• 本製品の加工は逆像印刷を行う方式です。通常の印刷、ラミネートと使用方法が異なります。必ず本説明書をお読み

の上加工を行って下さい。 

• FGS901(透明ベースフィルム)についている透明バッキングテープ（補助テープ）は、施工前に必ず剥離して下さい。

印刷を補助するためのもので、施工時には必要ありません。 

 

加工実施時の作業場所条件 

• ホコリや細かいチリが出来るだけ出ない環境下で作業を行ってください。作業中にグラフィックスの上や層間にホコ

リや細かいチリが混入した場合、グラフィックスの外観不良につながります。 

• グラフィックスの裁断作業や保管等の場所を確保し、養生シートやフィルムカット用作業板等を敷いて、ホコリや汚

れが付かないようにして下さい。 
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製品構造 

• 加工前の構造 

本グラフィックフィルムは以下 2 製品により成り立っています。 

 

 

      

 

 

 

 

FGS901(透明ベースフィルム)           FGS400(両面粘着フィルム) 

 

• 加工後の構造 

本グラフィックフィルムはラミネート加工後、以下の様な製品構造となります。 

 

透明バッキングテープ 

ベースフィルム層 

インク層 

白色粘着剤層 

ベースフィルム層 

特殊粘着剤層 

剥離紙 

ラミネート加工後の製品構造 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

剥離紙 

白色粘着剤層 

ベースフィルム層 

特殊粘着剤層 

剥離紙 

透明バッキングテープ 

ベースフィルム層 



 

加工手順の概要図 

以下に印刷およびラミネート工程の概念図を示します。 

 

 

印刷加工 

FGS901(透明ベースフィルム)の印刷面（※）に逆像印刷をします。 

※透明ベースフィルムの印刷面と透明バッキングテープ面の見分け方： 

その 1. FGS901 ロールの外側が印刷面になります。 

その 2. FGS901 の光沢(ツヤ)のある面が印刷面になります。 

その 3. 製品を折り曲げて同一面同士を指で擦り合わせます。摩擦の大きい方が印刷面、滑りやすい方が透明バッ 

キングテープ面です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

透明バッキングテープ
ベースフィルム層

透明バッキングテープ
ベースフィルム層

インク層



推奨プリンタ 

FGS-Ⅰを作成する上で推奨するプリンタおよびインクの組み合わせは以下表 1 の通りです。 

表 1. 推奨プリンタおよびインクの組み合わせ 

  
 

フィルムのセット 

FGS901(透明ベースフィルム)は製品のセット位置がずれるとメディアジャムが起こりやすいです。基本的な手順は

通常の印刷作業と同じですが、以下の点を注意して下さい。 

① フィルムの横ずれ（テレスコ）が無いことを確認して下さい。 

② フィルムを真っすぐセットして、必ず巻き取り装置を使用して下さい。 

 

逆像印刷 

印刷面の逆面が製品表面になりますので逆像（ミラー）で印刷して下さい。逆像印刷の方法は各プリンタおよび RIP

ソフトウエアの説明書をご覧ください。 

 

印刷する際の注意事項 

印刷を実施する前に、以下の事項を御確認の上、適切な印刷を実施してください。 

• 印刷品質を維持するために、ご使用のプリンタの取り扱い説明書および技術説明書などに従って出力を行ってく 

ださい。 

• 環境（ほこりや潤滑スプレーの使用等）やインクの条件により、スポット状の印刷抜けが発生することがありま 

す。特にベタ印刷の場合、発生が目立ちます。印刷環境管理に十分ご配慮下さい。 

• 印刷前のフィルムには指紋、汚れ、傷が付かないようにして下さい。取り扱い時には綿製の手袋等をご使用にな 

ることをお勧めいたします。 

• 予め実際に印刷を行い、発色および乾燥性を御確認の上御使用下さい。インク濃度が高く印刷後乾燥が十分で無 

い状態で巻いた場合、印刷面が裏面に密着し、画像にダメージを与えることがあります。可能であれば、250 % 

を濃度の上限としてデータを準備下さい。 

• プリンタの搬送速度が速いとフィルムが浮いてしまうことがあります。その場合は搬送速度を遅くして印刷して 

下さい。 

• フィルムは特性上、柔らかいため以下の事に注意し印刷加工を行ってください。 

• 高濃度印刷部分で裏面にインク溶剤分の吸収・印刷跡の転写が起こる場合がありますが、巻き取り・グラフィッ 

クスには影響ありません 

• ロールの縁部分が変形しやすく、プリンタの押さえによりフィルムが剥離紙から剥がれてしまう場合が 

あります。そのため押さえを装着する際にはフィルムが捲れ上がらないように十分注意してください。 

メーカー プリンタ インク

株式会社ミマキエンジニアリング JV300 CJV300 series SS21  INK

株式会社ミマキエンジニアリング JV150 CJV150 series SS21 INK

株式会社ミマキエンジニアリング JV33 CJV30 series SS21 INK

ローランド ディー.ジー.株式会社 XR-640 Eco-sol Max2 INK

ローランド ディー.ジー.株式会社 XF-640 Eco-sol Max2 INK

ローランド ディー.ジー.株式会社 VS-640i Eco-sol Max2 INK

ローランド ディー.ジー.株式会社 VS-540i Eco-sol Max2 INK

株式会社OKIデータ・インフォテック M64s SX INK

株式会社OKIデータ・インフォテック E54s SX INK

セイコーエプソン株式会社 SC-S80650 Ultra Chrome GS3 INK with Red

セイコーエプソン株式会社 SC-S60650 Ultra Chrome GS3 INK

セイコーエプソン株式会社 SC-S40650 Ultra Chrome GS3 INK



ラミネート加工 

印刷した透明ベースフィルムに両面粘着フィルムを貼り合わせます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

印刷した FGS901(透明ベースフィルム)を FGS400(両面粘着フィルム)に貼り合わせます。手順は使用するラミネータ

ーによって異なります。下記の 2 つの手順のいずれかを参考にしてください。 

手順 A（白色粘着剤の剥離紙を自動で巻き取る方法） 

① 印刷した FGS901(透明ベースフィルム)を通常のメディアと同様にラミネーターにセットします。 

② 通常オーバーラミネートをセットする位置に FGS400(両面粘着フィルム)をセットします。 

③ FGS400(両面粘着フィルム)の白色粘着剤側の透明ライナーを剥離しながら、ラミネートします。 

 

手順 B（透明ライナーを手で剥がす方法） 

① FGS400(両面粘着フィルム)をラミネーターのメディアセットの位置にセットします。 

② 印刷した FGS901(透明ベースフィルム)をオーバーラミセット位置にセットします。 

③ FGS400(両面粘着フィルム)白色粘着剤側のライナーを手で剥離しながら、FGS901(透明ベースフィルム)印刷面

とラミネートします。 

 

 
 

 

 

 

 
 

手順Aの場合 手順Bの場合

ラミネーターパス

剥離ライナーの巻き取り 自動 手巻き

仕上がり時のグラフィッ
クス面の向き

下面
上面

（画像確認が容易）

剥離ライナー
巻き取り

透明レセプター

両面粘着フィルム 透明レセプター

両面粘着フィルム

剥離紙
白色粘着剤

ベースフィルム層
特殊粘着剤
剥離紙

FGS901 

FGS400 

FGS901 

FGS901 FGS400 

FGS400 



ラミネートする際の注意事項 

• 指定以外の組み合わせでは加工しないで下さい。 

• ラミネート時に圧着が弱いとシルバリング（微小な空気の巻き込みによる白化）の発生や施工後のふくれが発生 

する場合もありますのでご注意下さい。 

• ラミネート加工後に、予め発色をご確認の上、印刷色を設定してください。 

• ホコリや細かいチリが出来るだけ出ない環境下で作業を行ってください。ホコリや細かいチリがラミネート時に 

フィルムの層間に混入した場合、グラフィックスの外観不良につながります。 

• 溶剤インクジェットプリンタで作画されたフィルムにラミネート加工をする場合には、室温でフィルムを広げた 

状態で最低 1 日程度放置乾燥した後行ってください。 

 

保管／運搬 

• 鋭角に折り畳んだ場合、画像にダメージが発生することがあります。 

• 保管期間は 1 年間ですが、購入から半年以内のご使用をおすすめいたします。 

• 保管および運搬時にフィルムが折れ曲がったりしないようご注意ください。FGS-Ⅰ(FGS400/FGS901) 

• FGS-Ⅰ(FGS400 と FGS901 のラミネート加工済み)の梱包および保管・運搬時は、径が 6 インチ以上の紙管やコ

アに巻きつけて下さい。 

• また以下の条件で保管して下さい。 

➢ 開梱しない状態、または初期の包装状態。 

➢ 直射日光のあたらない、温度 38℃ 以下、湿度 20～70%の屋内で、結露を避けて下さい。ロールを積み重

ねたり部分的な圧力がかかったり、重量物を載せることは避けて下さい。 

備考 

• フィルム廃材、剥離紙、透明バッキングテープは産業廃棄物として処理して下さい。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様および外観は予告なく変更されることがありますのでご了承ください。本書に記載してある事項、技術上の資料並びに勧告は全て弊社の信頼している実験に基づいて

いますが、その正確性若しくは完全性について絶対的な保証はしません。使用者は使用に先立って製品が自己の用途に適合するか否かを判断し、それに伴う危険と責任を

全て負うものとします。売主及び製造者の義務は不良であることが証明された製品を取り替えることだけであり、それ以外の責任はご容赦ください。本書に記載されてい

ない事項若しくは勧告は、売主及び製造者の役員が署名した契約書に依らない限り弊社は責任を負いません。 

 
３M、スコッチカルは３M 社の商標です。 

 


